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中学・高校生徒の家庭科学習への動機付けの可能性
─志望職業と家庭科学習領域の関連性の視点から─
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Possibility of Motivation for Home Economics Learning of
 Junior and Senior High School Students
─The Viewpoint of the Relationship between the Desired Occupation
 and the Learned Area in Home Economics─
Naoko Uchida
Key Words : 生徒（student），進路（course），職業（occupation），家庭科（home economics）， 
　　　　       動機付け（motivation）
要旨
　家庭科教育に従事する現場では、多様な志向の生
徒に対して、どのように家庭科学習の動機付けをし
たらよいかの課題がある。一方、家庭科は様々な職
業の礎と捉えることができ、その学習と各種の職業
は相互に関連すると考えられる。この視点を利用
し、生徒自身の志望職業と家庭科学習との関係性を
示すことは、家庭科学習への動機付けの一方法とし
て有効ではないかと考えられる。本稿では、大学生
が中学・高校に受けた家庭科学習領域からイメージ
する職業を洗い出すことにより、生徒の志望する職
業と家庭科学習の動機付けについて検討した。
　その結果、まず、家庭科学習領域の中で「楽し
い」回答が一番高い分野は中学・高校とも「食生
活」で、一番低い分野は中学「環境や資源」、高校
「情報・電気・技術」であった。関連職業では ,「衣
生活」は回答者の 60%以上がデザイナーを挙げ、
次にアパレル関係が続く。「食生活」は回答者の
70%以上が栄養士を挙げ、次に調理師、料理研究
家など飲食業が直結するが、一方、医師や保育士な
どもある。楽しさが低いとされた「環境や資源」は
ゴミ処理関係や研究者、「情報・電気・技術」は電
気会社、IT企業などと女子の就業があまり多くな
い職業が挙げられた。
　生徒自身が将来志望する職業が、家庭科の中に関
連していることを認識できれば、家庭科学習への関
心度も増すと考える。この時、家庭科学習領域と関
連職業の連想が多様になればなるほど、生徒の学問
領域のへ関心も広がりをみせ、広い視点から進路を
検討できる生徒もでてくるであろう。教師側は、短
絡的、微視的でなく、視点次第で職業には幅広い捉
え方と選択肢があることを生徒に教示していくこと
が必要と考える。
1.　緒言
　家庭科教育に従事する教員らより、家庭科が受験
科目ではないという立ち位置である場合、どのよう
にしたら学習の意義が保てるか、学習への動機付け
に苦慮しているという声を聴くことがある。一方、
家庭科は生活行為に直結し、また様々な職業の礎と
捉えることができ ,その学習と各種の職業は相互に
関連すると考えられる。そこで、この視点を利用し、
家庭科学習に関連職業を絡めて指導することが、動
機付けの一つの方法になるのではないかと思われ
る。
　現在、高校教科書の中には、学習領域別に関連職
業を複数明記したり1）、中学教科書の中にも、学習
の総括の位置付けで「学んだことを社会に生かす」
とし、学習領域別に関連職業を挙げたりしている2）。 
ただし、この表記では、学習領域別からみた代表的
な職業は挙げられるが、生徒が将来志望する職業の
視点から、その家庭科学習領域の間にどのような関
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係性が考えられるかまで広げるには、教員側の力量
が必要であると考える。ある職業と一見関連なさそ
うな領域でも、実際には様々に複合的、横断的に関
わっていることを示すことができれば、家庭科を学
ぶ意義、価値が生徒にも学習の動機付けに効果的に
思われる。
なお、家庭科と職業に関する研究には、家庭科で
生活と職業を関連付けた学習計画の検討と授業実践
を通しキャリア教育の在り方を検討した研究3）、社
会人基礎力に関して高等学校家庭科教員及び生徒の
意識を問う調査から家庭科専門教育のカリキュラム
検討をした研究4）、ライフキャリアの視点から小学
校家庭科教育におけるキャリア教育の研究5）などが
ある。本研究は、家庭科学習の中に多様な職業との
関連性を求め、そこから家庭科学習への動機付けに
言及するものである。
2.　研究方法
　高校時の家庭科科目別学習経験の有無、中学家庭
科 7領域（衣生活、食生活、住生活、家族、子ど
も、消費生活、環境や資源）、高校家庭科 9領域
（中学と同じ 7領域と高齢者、情報・電気・技術）
について、学習当時「楽しい」から「つまらない」
までの程度を 7段階で尋ねた。さらにその各領域に
関連する（知識が生かせる、関わりのある、応用で
きる、役立ちそうなどの視点）職業について複数可
で挙げてもらった。調査は 2018年 7月、元々家政
系に関心のある学生を省くため非家政系学部の女子
大学生 92名を対象に実施した。なお本調査では、
調査対象者の年齢幅や高校の専門学科「家庭」の学
習範囲を考慮し、科目名や学習領域など標準的な該
当年代以前のものや専門学科「家庭」の学習指導要
領の項目も一部含めた。
3.　結果と考察
3-1　科目別高校時の学習経験の有無について
　回答者に高校の時、「家庭基礎」「家庭総合」「生
活デザイン」「生活技術」の科目について、「習っ
た」「習わなかった」「不明」 のどれに該当するか尋
ねたところ、 図 1に示すとおり各科目の有効回答者
に対して「家庭基礎」は 79%、「家庭総合」は
41%、「生活デザイン」は 15%、「生活技術」も 10%
が「習った」とされている。しかし、平成 21年 3
月 9日に改訂された高等学校学習指導要領では、
図 1　科目別高校時の学習経験の有無
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「家庭基礎」「家庭総合」「生活デザイン」の 3科目
の内から 1科目を選択して履修することになってい
るが、回答者のデータをみると、重複して「習っ
た」と回答する者もいる。また、「生活技術」は
「生活デザイン」の前身となる旧学習指導要領の科
目で、これにも 10%が習ったとあるが、その回答
者のデータをみると、他の科目との重複回答がみら
れる。逆に、習ったかどうかを明確に「習わない」
と回答できず「不明」とした者も「家庭基礎」以外
は 30%以上いる。このことは、回答者自身が、明
確に家庭科でどういう科目を学習したか確信が持て
ないことの表れであり、それは同時に、記憶もされ
ていない曖昧な現状がうかがえる。
3-2　学習した記憶のある領域の関心について
　次に、中学 7領域、高校 9領域について、学習し
た領域のものだけに、その科目の関心について「楽
しい」もしくは「つまらない」がどの程度だった
か、「楽しい（+3）」「楽しい（+2）」「楽しい（+1）」
「どちらでもない」「つまらない（+1）」「つまらな
い（+2）」「つまらない（+3）」と「楽しい」と「つ
まらない」の度合いを示しながら 7段階で回答して
もらった。
　図 2、図 3に示すとおり、「食生活」は中学・高
校ともに他の領域と違い、「楽しい（+3）～（+1）」
合わせて 80%近くを占め「楽しい」傾向が顕著に
みえる。「資源や環境」「情報・電気・技術」はもと
もとの回答者数も少ない上、「楽しい」～「つまら
ない」が分散化され、その他の領域は、中学・高校
と実際の生活の中で、食生活より実際の自身の生活
で反映できる部分が少ないせいか、食生活ほどに関
心が持たれない傾向がある。
3-3　各領域別関連される職業について
　学習領域別に「知識が生かせる、関わりのある、
応用できる、役立ちそう」などの視点から、その学
習領域と直結するイメージのある職業を思いつくま
まに挙げてもらい、複数回答で出された職業の件数
図 2　学習した記憶のある領域の関心について（中学時代）
図2  学習した記憶のある領域の関心について(中学時代) 
(  ):その領域の回答者数 
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を合計した。なお、同一職業とみなしたものは複数
の職名でまとめ、有効回答者 92名中、3%以上の
回答のあったものを数字の高い職種からグラフ化
し、3%未満のものは各グラフの右横に職業名一覧
として掲載した。
　「1. 衣生活」（図 4）では、デザイナー、アパレ
ル・服飾が顕著に示された。家庭科教科書には、日
本文化、和装の記述もあるものの、職業としては和
服系との関連は乏しくなっている。
　「2. 食生活」（図 5）では、栄養士関係が突出し、
他は「食べること」に直結しているものが多いが、
医師、保健師、スポーツインストラクターなど「健
康」の視点からの職業も連想されている。
　「3. 住生活」（図 6）では、「住」の「造り上げる」
ハード面に関する職業が多い。派生した視点から保
険会社やライフコーディネーターなどが挙げられた。
　「4. 家族」（図 7）では、職種数は多いが一つに特
化されたものはなく、様々な分野に関連してイメー
ジされている。
　「5. 子ども」（図 8）では、回答者の 80%が「保
育士」に直結していると描いている。この他、教育
全般、健康関係が挙げられた。
　「6. 高齢者」（図 9）では、介護福祉士が特化して
いる。本来、高齢者について、健康な高齢者がどう
のように生きていくかの課題もあるはずだが、実際
には「介護」が必要な高齢者しか描けないのも問題
があるように思われる。
　「7. 消費生活」（図 10）では、経済系ほか社会全
般にかかわる分野と捉えているようで、職種の幅も
広くなっている。
　「8. 環境や資源」（図 11）では、「ゴミ処理」のイ
メージが強く、これが中高生で近い存在にあるもの
といえよう。職種的には女性の活躍が他の領域より
少数と思われる。
　「9. 情報・電気・技術」（図 12）では、「IT」「技
術」「電気」で括られる分野が多数占められた。こ
の領域も女性の職種としては他の領域より少数と思
われる。
図3  学習した記憶のある領域の関心につ (高校時代) 
(  ):その領域の回答者数 
図 3　学習した記憶のある領域の関心について（高校時代）
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図 4　「衣生活」領域と関連する職業
図 5　「食生活」領域と関連する職業
1.
2.
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図 6　「住生活」領域と関連する職業
図 7　「家族」領域と関連する職業
4.
3.
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図 8　「子ども」領域と関連する職業
図 9　「高齢者」領域と関連する職業
5.
6.
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図 10　「消費生活」領域と関連する職業
図 11　「環境や資源」領域と関連する職業
7.
8.
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4.　結言
　今回の結果より、学習領域によっては限られた職
業しか浮かばず、ある特定の職業が先行してイメー
ジとして描かれる状況にある。ただ、数名ではある
が、例えば「食生活」から医師や保育士などに応用
して考える者もいる。また、楽しさが低いとされた
「環境や資源」はゴミ処理関係や研究者、「情報・電
気・技術」は電気会社、IT企業などと女子の就業
があまり多くない職業も挙げられた。
　限られた職業しか浮かばない現状に、もし関連職
業の連想が多様になれば、生徒自身が将来就きたい
職業と家庭科の関係性がより構築でき、家庭科学習
への関心度も増すと考える。
　例えばその方法として、中学生男子で「将来は機
械工学を専攻したい」と考える生徒は、おそらく進
路先は工学部を志望するであろう。その大学卒業後
の主要就職先の一つに「家電メーカー」が挙げられ
る。この生徒には、家電メーカーは「洗濯機、アイ
ロン、冷蔵庫など生活の身の回りのものを扱ってい
る」こと、同時に「我々の生活の周りは全て機械で
できている」こと、そして、もし仮に「洗濯機開発
担当者」になった場合、「購入者はどのような家族
数で、室内のどこに置く予定で、どのような服を洗
うのか、またどの程度の値段なら洗濯機を買っても
らえるのか、また洗濯排水は家の外からどこへ行く
のか、これらが全て想定でき、わかった上で開発に
図 12　「情報・電気・技術」領域と関連する職業
臨むととてもいい商品ができるのではないか」と示
唆することができよう。この場合、家庭科の領域か
らすると「家族」「住生活」「衣生活」「消費生活」
「環境」などの分野が複合的に関わってくる。
　これ以外の職業についても関連性を考え、生徒に
提案することができるのではないか。偏って認識さ
れている領域は、他にも職業がいくつもあると広が
りを示唆し、生徒の関心が薄いような領域では、そ
の分野にも生徒が進路を見出せる工夫を行い、家庭
科との関連性を認識させていくことが、今後の家庭
科の学習意義や存在意義にも繋がることと思われ
る。
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